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櫛形町は甲府盆地の西縁、釜無川 の西方地域、峡西地方の中心 として栄 えてきま した。古 く

は2万 年以上 もの昔 よ り人が暮 らし始 め、縄文時代 には、出土遺物が国の重要文化財 に指定 され

世界 中か ら注 目され る鋳物師屋遺跡や t縄文時代か ら古墳時代 まで連綿 と続 く人々の営みが確

認 された平岡の遺跡群、また、峡西地域で唯―の前方後 円墳である物見塚古墳 な ど原始・古代

の遺跡 も多 く、また 甲斐源氏の一族小笠原氏発祥 の地 として も知 られ、古 くか らの足跡 が残 る

歴史豊かな町です。

櫛形町教育委員会では町内に於 ける各種開発計画に対 し、国 。県の補助 を受 け埋蔵文化財 の

有無、遺存状況 の把握 のための試掘調査 を実施いた しま した。調査 によ り数多 くの新たな知見

を得 られま したことは、本書に述べ る通 りです。

櫛形町では、郷上の歴史 を構築すべ く、先人達が遺 した多 くの貴重 なデータを着実に蓄積 し

てきてお ります。 これ らは町民が地域の豊かな歴史 を学び、そ こか ら誇 りともい うべ き地域 の

良 さを次世代へ と伝 え、未来 を創生 してい く糸 日として大 きな意味をもつ もの といえま しょう。

未来へ向けこのよ うな資料 を地元町民の学習の機会へ と活用 していきたい と考 えてお ります。

最後 にな りま したが、今回の調査、報告書作成 にご指導 ご協力 くだ さった皆様 に対 し厚 く御礼

申し上げるとともに、本書が広 く活用 され文化財の保護 に役立つ ことを願い序文 といた します。

平成 14年 3月

櫛形町教育委員会

教育長 中 込 脩
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本書は、平成 13年度に行つた、山梨県中巨摩郡櫛形町における埋蔵文化財試掘調査及び整理調査の報告書である。

本調査は、櫛形町教育委員会が国・県の補助金を受けて実施 した。

調査組織は以下の通 りである。

調査主体 櫛形町教育委員会、 調査担当者 保阪太― (櫛形町教育委員会 文化財主事 )

発掘・整理参加者

相川春美・飯久保初美・井上ことじ・井上巴江・井上増美 。今村絵里香・入倉妙子・小口妙子・長田由美子・

カロ藤由利子・川崎しげ美・神田λ美子・久保田幸恵・小林美咲枝・桜田和子・桜田みさえ・鈴木アサ江 。橘 幸美

長沼豊子・生原浩美・深澤敬子・古郡 明・望月その美・由井伴三 。若林初美

本書における図版は若林が作成 し、その他は保阪が行つた。

試掘調査によって得 られた出土遺物、記録図版及び写真等は櫛形町教育委員会において保管している。

試掘調査及び報告書作成にあたり、下記の方々からご指導 。ご協力を頂いた。記 して謝意を表する次第である。

大蔦正之・小坂隆司・小林健二・斎藤秀樹 。日中大輔・畑 大介・廣瀬和弘・米国明訓
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第 I章 埋蔵文化財をとりまく環境

第 1節 櫛形町の自然的環境

櫛形町は、西に南アルプスの前衛巨摩山地の主峰である櫛形山を控え、東の眼下に甲府盆地を望む。

周辺の地形を概観すると、 日本を東西に三分する大構造、フォッサマグナの西縁を限る糸魚川・静岡構造線が南北に

走 り甲府盗地の西端を画 している。断層は甲府盆地の西端では幾重にも発達 してお り、大きな地形の変換点を成 し、櫛

形町周辺では 「南アルプス」と櫛形山を主峰とする「巨摩山地」を隔て、その東麓では伊奈ヶ湖断層崖をもつて 「市之

瀬台地」、さらに下市之瀬断層崖によつて甲府盆地西端の 「複合扇状地」へと至 り、大きく3地形を形成 し、櫛形町はそ

れらを跨るように立地する。

巨摩山地は南アルプスの前衛で、巨摩山地の東側は急斜面をもつて標高を減 じ低い丘陵性の山地及び台地へ と低下す

る。櫛形山の東麓に広がる市之頼台地は、洪積扇状地が最も新 しい地殻変動によつて形成 された丘陵状の地形である。

台地は南北 4 km、 東西2 5kmの 扇形平面形を呈し、標高は400～ 500mを測る。台地上面は、櫛形山を水源 とする北か ら高

室川・塩沢川・深沢川・漆川・市之瀬川等が流れ、これ らの河川が形成 した谷に狭まれ、東側へと舌状に張 り出 した小

支丘が北から曲輪日、伝嗣院、平岡 (六科丘)、 上野山、などと並び扇状地を望んでいる。台地前面は比高差100～ 120m

を有する下市之瀬断層崖を経て盗地床の扇状地へと至る。また、台地先端には発達 した小円頂丘が並ぶ。台地を流れる

河川は急勾配をもつて流れ落ち、盆地床に至ると自ら削 りだした大量の土砂を堆積 させる。こうして各谷から流れ出た

土砂は、御勅使川の形成する大扇状地と相まつて複雑な 「複合扇状地」を成 している。

第 2節 櫛形町埋蔵文化財保護行政の概要

平成 12年度の櫛形町における埋蔵文化財行政を概観すると、昨今の経済不況の中とはいえ民間企業による開発行為の

増加がみられ、特に情報化社会を裏付けるべく、携帯電話用無線基地局にかかわる施設の建設工事と、宅地開発に関わ

る建設計画の増加が注 目される。櫛形町では、本調査に至った物件も含め、秋以降 2～ 3件併行 して調査を実施する時

期が続いた。 7件の試掘調査を実施 し、うち 2件が原因者負担により事前調査が実施されている。

平成 13年度は前年度 とは違い開発数が激減 し、そのかわ りに公共事業に関わる大規模な試掘調査を実施することが可

能となった。調査数が減ったことから、昨年、現地での試掘調査が精一杯であつた各物件の整理調査を実施することが

でき、ここにその成果をまとめ報告することとなった。なお、 3件の試掘調査のうち 1件で埋蔵文化財が確認 され、事

業の変更無く原因者負担により事前調査が実施されている。

実施された調査の うち注 目される成果を挙げると、以下のとお りである。横道遺跡は出土遺物が国の重要文化財に指

定された鋳物師屋遺跡を望む市之瀬台地縁辺部に立地し、事前調査により遺存状態が比較的良好な敷石住居址が 2軒 (う

ち1軒は埋設土器をもつ配石遺構か)検出されている。新居田B遺跡 も事前調査を実施 してお り、狭小な調査範囲ながら

も縄文時代晩期～弥生時代中期初頭の遺物を含む土坑群の検出など、山梨県内では空白に近い該期の貴重な調査例 とな

つた。十五所遺跡は過去に山梨県が実施 した調査区の隣接地であり、方形周溝墓群の更なる広が りが確認 された。豊小

学校遺跡では高郵 。器台を中心とした古墳出現期の遺物が出土している。

平成12～ 13年度には国の重要文化財である鋳物師屋遺跡の資料が国内外を問わず広く貸 し出し依頼があり、櫛形町の

由緒ある歴史を世界中にPRすることができた。

刊行物に関わる事業 としては、平成 12年度には新居田A遺跡の調査報告書や文化財パンフレットの作成、平成13年度

には横道遺跡、新居田B遺跡、北原 C遺跡の各調査報告書、北原 C遺跡の一般向け概報を作成 した。
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第 1表 平成12年度・ 13年度実施 試掘調査一覧

平成 12・ 13年度に実施された事前調査
新居田A遺跡 平成12年 7月 3日 ～ 8月 31日  10月 2日 ～10月 13日

横道遺跡   平成12年 11月 6日 ～11月 27日

新居田B遺跡 平成13年 4月 18日 ～28日 5月 24日 ～ 6月 29日

豊小学校遺跡 平成14年 3月 ～併匹続中)

北原 C遺跡  整理調査を実施

No. 帥 名 所在地

司円型竪花比曼要 醐 要

備考

調査期間 整理期間 綾
離

原因 盪 ロミテイit 主な遺構 数 勘

1

携 帯電話

鉄塔用地内

十五所

895-3
H120621 109ィド

携格梶素割羽

鉄塔設置

横 道

下市之瀬

報

69-1

H120906
H12年度

蜘
149rド

携帯諭謝昭

無線基地局

攀

紀文日ヤ代

中期末～

後期初頭

�

敷石倒馳

� 蝶

鰊 端

古銭

火打金

本調査実施

H13年 9月

報告書公刊

滝沢川堤防

右岸

/1ヽ笠 原

字東村

167-15催

I1120914

～0925

H12年度～

13破勤
2445知 宅地造成 近現代 爺

4 狐 塚 A
下市之瀬

1429-8

I1120925

～0929

H12年度～

13破勤
638■苫 工場建設

新居 田A
平岡

11491L
=王

121016

～ 1106

H12年度～

13破動
1191rr 農道改良拡幅

黒曜石製剥片

糸破 鍔

十 五 所
十羽 F

177-1

I1121017

～ 1108

H12年度～

13破動
608■置 宅地造成

弥生時代末～

古墳時代初頭

倒訓

方形周平纏

弥生土器～

古式上師器

7 新居 田B
平岡

■63-2他

H121221

～1223

H13年度

本調査実施
1546r五 醐

糸聴期割代中期

弥生時代中期

～後期末

流路跡
緻 齢

弥生土器

本調査実施

H14年 3月

報告書公刊

含 根

上宮地

字久保

976他

H130406

-0412

H13年度

勤
2828r五 町道建設

弥生土器

土師器

伊奈ヶ湖

上市之瀬

宇高尾山

1666融

H131025
Hl評弔質

勤
5420コ f 公園造成 土師器

豊小学校
吉田

8021他

H131225

-1228

H14年

3月 ～

本調査実施

4050� 保育園建設
弥生時代末～

古墳時代初頭
鵡

弥生土器～

古式土師器

H14年

3月 ～

本調査実施
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第Ⅱ章 町内埋蔵文化財 試掘調査の成平
＼
＼

1.携帯電話鉄塔用地内遺跡

所在地

原因

調査期間

封象面

調査面積

本計画地は、いわゆる「周知の埋蔵文化財包蔵地」には該当し

ていなかったが、本遺跡の立地する十五所周辺は、扇状地の扇央

部にあた り、砂操が厚く堆積 し、踏査による包蔵地の把握が困難

である点や、当地より北へ約300mの地点に赤面 C遺跡があり、試

掘調査により多数の遺物が検出された実績などから木地点においても

試掘調査を実施し空白である当地周辺におけるデータの収集を行うこ

ととした。

試掘調査は、当計画地内に試掘溝を 1箇所設定し、重機を用いて掘

削した。

試掘調査の結果、地表より約0.6mま でが耕作上であり、その下シ

ァレト層と砂礫層との互層が続き下層へ向かうほど砂礫層が厚く堆積す

る傾向を示す。地表下約2.8mで黄褐色の粘土質層が検出されたが遺

構 。遺物ともに検出されなかつ亀

と 上 _k

十五所895-3

携帯電話用鉄塔設置

平成12年 6月 21日

109ぜ

約 10ポ

～
下
／ ―

ヽ
ヘ

心

＼
ャ ン

ヽ
む    ヽ

も

存

 ヽ     
°
    ヤ

トマ/う

第2図 位置図〔1/2,500〕

ボ 6

ダ

＼

/6
＼

＼、6.″ェ

「
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2.横道遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

下市之瀬字横道69-1

携帯蘇 』昭基地局設備設置による

平成12年 9月 6日

1491ド

54.5ピ

横道遺跡は、甲府盆地を望む市之瀬台地の縁辺部に立

地する。市之瀬川 と漆川 とに挟まれた舌状台地の南縁辺

部にあたり、標高は約325mを測る。漆川や市之瀬川によ

つて開析された扇状地は標高約310～300mを扇頂とし、そ

の扇央部に鋳物師屋遺跡などが位置する。遺跡の西には

市之瀬川の刻んだ小支谷を挟んで物見塚古墳ののる上野

山を見上げている。現在、台地縁辺部周辺は扇状地にか

けた傾斜を利用し、石積みを用いた棚畑が広がっている。 第4図 位置図〔1/2,500〕

今回の計画は甲府盆地を望む市之瀬台地縁辺部に、携帯電話用無線基地局設備を設置するもので、平成 12

年初夏、教育委員会へ埋蔵文化財の取 り扱いに対する問い合わせがあった。事業計画地がいわゆる「周知の埋

蔵文化財包蔵地」の横道A～ D遺跡に囲まれた位置にあたり、周辺から縄文土器片等が表採 されるため、埋蔵

文化財の存在が予測されたことから同年 9月 6日 に町教育委員会により試掘調査が実施 された。

検出された遺構・遺物

試掘調査は、計画範囲内に 2本の試掘溝を設定 し掘削を行つた。現地表面より約50cmの深 さで遺構確認面

とみられる黄褐色砂礫層が検出された。遺構は土坑 4基ならびに、住居址の縁石 と思われる石列が検出され

た。

事前調査は櫛形町教育委員会により同年 11月 6日 ～11月 27日 に実施され、縄文時代中期末～後期初頭の敷

石住居 2軒 (内 1軒は埋設土器を有する配石遺構の可能性あり)、 近世土坑墓17基、近代道路状遺構などが検

出された。調査成果は平成13年 9月 に報告書として公刊されている。

遺物は、縄文時代中期～後期の上器片多数が検出されたが、その殆 どが縄文時代後期初頭堀之内式である。

図示 し得たものは 5点のみ。いずれも堀之内式期に属する。

第5図 横道遺跡トレンチ配置図〔1/500〕
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出土遺物〔1/3〕

事前調査で検出された埋甕 (埋設土器) 】ヒより
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3 滝沢川堤防右岸遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

小笠原字東村167-15他

宅地造成による

平成12年 9月 14日 ～9月 25日

24451ド

67.5だ

滝沢川は櫛形山より発する大和川 と深沢川 と

が小笠原の西で合流 し、東南流する河川である。

滝沢川は釜無川へと合流する手前、小笠原付近

で南へと向きを変え、ここを扇頂 として小扇状

地を形成する。現在滝沢川の河川敷の一部に堤

状の高まりが現存 してお り、いわゆる「周知の

埋蔵文化財包蔵地」 として認識 されている。今

回、当地において宅地造成の計画があがり、計

画地内において石積が50m以上に渡 り確認されたことや、堤状の高まりがみとめられる事から試掘調査を実

施する運びとなった。当造成地域は甲西町と若草町とに跨っている。

検出された遺構

高まりに対 して断面の状況を把握すべく、直角方向に計 6本の試掘溝を掘削したが、その内3本 において

石積の断面を把握することができた。石積は貼石状であり、背面には上層から、盛 り上、旧地表面とみられ

る土層 (混ガレキ)、 自然河)|1堆積物 とみられる砂礫層・砂利層、と堆積状況を示す。貼石は比較的急角度で

立ち上がるが、貼石の裏土中の遺物から近代以降の所産とみられる。石積みの前面には構造物は検出されな

かった (T4)。 また、聞き取 りにより、今回の計画により削平される地表で確認 された石積については戦後

の住宅建設時に積み直したものであることが判明し、地表面下から検出された石積は保存されることから調

査を完了した。

第8図 滝沢川堤防右岸遺跡 トレンチ配置図〔1/1,500〕

れさ

〕

第7図 位置図〔1/2,500コ

滝沢川

-8-―



ゲ               砂礫

表主 (■ +砂穣+

T5

第9図 滝沢川堤防遺跡 トレンチセクション図〔1/80〕
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4.狐塚A遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

下市之瀬1429-8

工場建設による

平成12年 9月 25日 ～ 9月 29日

638.2■ド

138ポ

狐塚A遺跡は、漆川によつて運ばれた土砂によって形成

された扇状地上、漆川を望む標高約300mに立地する。

今回の計画は当地に隣接する工場の増築によるものであ

る。当計画地はいわゆる「周知の埋蔵文化財包蔵地」である

狐塚A遺跡に該当し、また西接 して狐塚古墳が存在する。

狐塚古墳は後期古墳の円墳であり、周辺に多数の古墳の存

在が予沢1さ れる。周辺地域は畑として利用されてお り土地

も  
｀`

第10図 位置図〔1/2,500〕

の改変は著しいものとみられる。当地の南西に鋳物師屋古墳があり、道路建設に伴い事前調査が実施され、

削平のため墳丘は遺存 していないものの周溝が検出されている。これらのように周辺において群集を成すも

のと推測されることから試掘調査を実施する運びとなつた。

検出された遺構

すぐ隣接 して古墳が存在することもあり、当計画地内において全体を網羅すべく5箇所の試掘溝を設定し

重機を用いて掘削した。計画地の北側は漆川による影響とみられる土砂の堆積がみとめられた。計画地の南

端では土坑状の落ち込みを 1基検出したが、他に遺構 らしい跡は検出されなかった。また、遺物も検出され

なかつたため調査を完了した。

/

第11図 狐塚A遺跡 トレンチ配置図〔1/600〕
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298.60

7層  :合礫層 (人頭大礫主体+茶褐色砂質土)

8層  :黄緑色砂質土層
9層  :茶褐色砂質土層 (粘性有、しおりつ
9′ 層 :9層 +礫
10層  :黄掲色ローム主体層
10′ 層 :10層 +3層

80m

1層  :耕作土
2層  :砂礫 (拳大～米粒大の礫+細砂～粗砂が互層に入る)

3層  :黒褐色土層 船 性強、 3 cm程 の礫中量混入一遺物包合屠)

3′ 層 :3層+6層
3″ 層 :3層 +9層
4層  :茶橙褐色土層 (粘性やや有、しまり強、 5 cln程の礫が中量混入)

5層  :茶褐色砂質土層 (粘性無、しまり無、 3cこ程の礫多量、下位に人頭大礫が多量混入)

6層  !茶橙掲色合礫層 (5～ 10cШ程の礫主体、ボロボロ状)

6′ 層 :6層十砂

第12図 狐塚A遺跡・ トレンチセクション図〔1/160〕

T4

298.60

T2

298.10

―

T5

298.50 298.30

調査区全景

T3
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新居田A遺跡

所在地

原因

調査期間

平岡1149他

中山間地域総合整備事業 農道H号拡幅改良工事による

平成 12年 10月 16日 ～H月 6日    対象面積 H91ポ 調査面積 277♂

新居田A遺跡は市之瀬台地のほぼ中央、それぞれ東流する北は深沢川、南は漆川によつて開析された谷地

に挟まれた平岡の舌状台地の南面に立地し、標高約430mを測る。台地は概ね東へ傾斜 しているが、先端付

近で再び標高を増 し小円頂丘を形成する (六科丘遺跡 :現在は削平され住宅地となつている)。 そのため小円

頂丘の南西側に、漆川へと向かう小支谷がみとめられる。既存の農道はその谷地形を利用 して通つてお り、

今回の計画はその農道の拡幅及び改良工事である。

事業計画地の一部がいわゆる「周知の埋蔵文化財包蔵地」の新居田B遺跡に該当し、また、新居田A遺跡の

調査地点 (「農村地域活性化農道整備事業」)から分岐する農道である点からも試掘調査の必要の旨を伝え、

工事は、北側半分を平成12年度分 (本調査地点)、 農道新設工事を実施する南側半分を平成 13年度分 (新居

田B遺)と 2期に分けて実施することとな、それぞれの区間に対 してスケジュールを調整 し埋蔵文化財を取

り扱 うこととなった。平成12年度工事分は、既存の農道が崖際まで続 く区間とし、拡幅部分に計25箇所の試

掘溝 (Tl～ T25)を設定し、重機を用いて掘削しその後手作業で精査 した。

検出された遺構と遺物

土層の堆積状況は南東へ向けて傾斜する様子が顕著にみとめられ、一部に流路跡など、地山を侵食 した様

子が伺えられた。明確な遺構は検出できず、断面観察から土坑と思われる落ち込みが 1基 と、遺物としては

黒曜石、縄文時代中期の土器片を極少量検出したのみである。よつて断面記録等を修了させ、事前調査の必

要はないものと判断した。
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第13図 位置図〔1/2,500〕
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1層 :水 日の耕作土 (暗青灰色 粘性無 し、 しま り強 )

2層 :鉄分の沈殿層 (暗黄褐色 粘性有 り、 しま り強、礫粒含む )

3層 :暗黒色土 (粘性な し、 しま り強、礫含む )

4層 :暗褐色土 (粘性やや有 り、 しま り強、指頭大の礫粒含む )

5層 :暗灰緑色 冶質土 (水 日の床土か)

6層 :暗褐色土 (粘性やや有 り、 しま り強、礫粒含む、 4よ り若千暗い)

6'層 :6層 より暗 く粘性弱・ しま り有 り、 o2～ 3 clE大 の焼土粒を疎 らに合む

7層 :暗灰色土 (粘性やや有 り、しま り強、礫を多量に含む )

8層 :ソ フ トローム (粘性有 り、 しま り強、礫を疎 らに含む )

9層 :黄緑色礫層

10層 :ローム (粘性無 し、しま り強、赤みあり)

11層 :ハー ドローム (黄色上、 しま り強、粘性ほとんど無 し、指頭～拳大礫疎 らに含む)

12層 :暗黒褐色土 (粘性強 しま りやや有 り (灰色味を帯びる)礫粒少量)

13層 :暗黒褐色土 (12に 比べ粘性強 く、黒味を帯びる、礫粒多量 )

13'層 :13層 より灰色が有 り、ボツボンした黄色、礫多量混入

14層 :暗赤褐色土 (赤 味を帯びたロームの漸移層、粘性やや有 り、炭化物・礫粒を若干含む )

15層 :赤橙色の礫層

16層 :耕作土 茶褐色土 (粘性無 し しま り無 し)

17層 :ツ フ トローム+礫層 (岩盤 )

18層 :暗灰色土 (粘性強、 しまりやや弱、礫粒、疎 らに含む)

21層 :暗灰褐色土 (粘性強、 しま り強、礫粒を多量に含む、小礫を若千合む )

22層 :黒灰色土 (非常に粘性強、 しま り弱い、礫を疎 らに含む )

23層 122の 土に拳大～卵大の礫 を多量に含む

26層 :暗褐色砂質土 (粘性無、 しま り有 り)

29層 :含礫層 (指頭大の礫主体、暗黄褐色粘質土含む )

30層 :暗灰褐色土 (粘性有、 しま り有、焼土・炭化物混入) 落込み
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第14図 新居田A遺跡トレンチ配置図・セクション図〔1/1,600・ 1/150〕
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6.十五所遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

調査結果

十五所177-1

分譲住宅建設による

平成12年 10月 17日 ～11月 8日

608♂

68ポ

弥生時代後期終末の方形周清墓 (開 口

部)と 弥生時代後期～古墳時代の住居

址 1軒、溝 4条が検出された。それ ら

に伴い土器片が出上している。浄化槽

の設置される箇所のみ完掘 し、住宅建

設部分は遺構確認のみ実施 した。

十五所遺跡は、扇状地の扇央部～扇端部に位置 し、甲

西バイパスの建設に伴い県埋蔵文化財センターによリー

部事前調査が実施 され、弥生時代末期の方形周溝墓群を

主体 とし、また古墳時代初頭の住居址も含んだ遺跡であ

ることが半」明した。

トレンチ配置図〔1/500〕

∨>6
ィ

ン を

狐

第15図 位置図〔1/2,500〕

今回、甲西バイパスの調査地点の隣接

地に宅地造成の計画があがつた。

試掘調査は重機を用いて掘削 し、そ

の後手作業により精査 した。遺構確認

面は地表面下約70～ 90cmで あり、今回

の住宅建設によって遺跡の破壊される

ことはなかつた。浄化槽を設置する箇

所についてのみとい うこともあり、総

合的に判断し、部分的に記録保存を実

施することとした。住宅建設部分につ

いては遺構の広がりを試掘溝で確認 し

終了した。

検出された遺構 。遺物

弥生時代末期の方形周溝墓 (開 口部

のみ)1基 と弥生時代末期～古墳時代

初頭の住居址 1軒、溝 4条が検出され

た。また、住居址のす ぐ脇に上器の集

中する地点があつた。

1,2は住居址から出上の壺。調査

区壁際からまとまつて出土 した。3～

5は方形月溝墓か らの出土である。6

～11は土器集中地点からの出上で、6

はほぼ完形で出土した小型の壷である

胴部下半に稜を持ち、ハケメのあとケ

ズリとミガキが施されている。弥生時

代末期の所産か。第16図 十五所遺跡
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)

④
層

:暗
黒
褐
色
砂
質
土
層

(粘
性
無
、

し
ま

り
無
、
大
豆
大
礫
微
量
混
入

)

⑤
層

:黒
灰
色
砂
質
上
層

(粘
性
や
や
有
、

し
ま

り
無

)

⑥
層

:黒
灰
色
砂
質
土
層

(粘
性
や
や
有
、

し
ま

り
無
、
黄
色
土
ブ

ロ
ッ
ク
、
炭
化
物
が
霜
降

り
状
に
入

る
)

⑦
層

:暗
褐
色
砂
質
層

(粘
性
弱
、

し
ま

り
弱
、
指
頭
大
礫
多
量
、

3～
5 
cm
大
礫
少
量
、
黒
色
土
少
量
混
入

)

③
層

:暗
灰
褐
色
砂
質
土
層

(粘
性
無
、

し
ま

り
無
、
指
頭
大
～

3 
cm
大

の
礫
少
量
混
入

)

③
'層

l⑥
層

よ
り
や
や

し
ま
る

・
セ
ク
シ

ョ
ン
図

〔1
/1
60
〕

゛
、

Ｊ 一
1号

方
形

周
溝

墓

哲′ ど



2m

A 293.20 〆

2

20cm

0            1ocm

第18図 十五所遺跡 1号住居址 1号方形周溝墓出土土器〔1/40・ 1/4・ 1/3〕
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新居田B遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

平岡1163-2他

中山間地域総合整備事業 農道11号拡幅改良工事による

平成12年 12月 21日 ～ 12月 23日

1546だ

220r〆

第 20図  位置図〔1/2,500〕

新居田B遺跡は市之瀬台地のほぼ中央、それぞれ東流する北は深沢川、南は漆川によって開析された谷地

に挟まれた平岡の舌状台地の南面に立地し、標高約414～420mを測る。

台地は概ね東へ傾斜 しているが、先端付近で再び標高を増 し小円頂丘を形成する (六科丘遺跡 :現在は削

平され住宅地となっている)。 そのため小円頂丘の南西側に、漆川へと向か う小文谷がみとめられる。既存

の農道はその谷地形を利用 して通つてお り、新居田B遺跡はそれぞれの谷地に挟まれるように張 り出す小規

模な舌状台地の端、漆サ||を 眼下に望む崖際に立地する。今回の計画はその農道の拡幅及び新設工事である。

事業計画地の一部がいわゆる「周知の埋蔵文化財包蔵地」の新居田B遺跡に該当し、また、新居田A遺跡

の調査地点 (「農村地域活性化農道整備事業」)か ら分岐する農道である点からも試掘調査の必要の旨を伝え

工事は、北側半分を平成12年度分 (新居田A遺跡 )、 農道新設工事を実施する南側半分を平成13年度分 (本調

査～地点)と 2期 に分けて実施することとなり、それぞれの区間に対 してスケジュールを調整 し埋蔵文化財

を取 り扱 うこととなつた。

平成13年度実施の新設工事範囲は、既存の農道の終点から方向を西へ変え崖際を通 り別農道へと合流する。

試掘溝は計11箇所設定し(Tl～ Tll)、 重機を用いて掘削した。土地は耕作のため削平されてお り、耕作

土を除去すると、浅い箇所では地表面下約40cmで、深くても lmで ローム層が検出された。

|

|

!イ29β
F∨ |∨

1ゝ t it今千…,

旺

-18-



検出された遺構 と遺物

T4の中央よりやや西側で弥生時代後期の上器片の集中箇所ならびに遺構 と思われる落ち込みや、東側で

溝状遺構が検出され、また T8か らは焼土と住居址 と思われる落ち込みが検出された。

遺物は、縄文時代中期の上器片、弥生時代中期 とみ られる条痕文土器片、弥生時代後期の上器片等が出土

した。 1は確認面で検出された壷の頸部から胴部上半の破片であり、タテ方向にヘラミガキの調整がみられ

る。

事前調査は、櫛形町教育委員会によって T4、 T8を中心とする 2箇所に調査区を設定し、平成 13年 4月 18

～28日 、5月 24日 ～ 6月 28日 に実施 した。住居址 3軒、土坑23基、溝状遺構等が検出され、縄文時代晩期～

弥生時代中期の上器片が多数出土している。詳 しくは、平成14年 3月 に公刊された報告書を参照 されたい。

ｍ２。

⊃

第21図 新居田B遺跡トレンチ配置図〔1/2,000。 1/400〕

第22図 新居田B遺跡出土遺物〔1/3〕
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8.曾根遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

上官地宇久保976他

町道建設工事による

平成 13年4月 6日 ～4月 12日

2828rだ

272rド

曾根遺跡は、市之瀬台地の前端、下市之瀬断層崖下

部に発達 した低台地に立地する。昭和58年に農地侵食

防止事業に伴い事前調査が実施 され、縄文時代中期 と

古墳時代初頭を中心とした集落が確認 されている。

今回、曾根遺跡の北側で町道の建設計画があがつた。

現地踏査の結果、土器片が表採 されたため試掘調査を

実施する運びとなった。

試掘調査は、試掘溝を耕作物に影響の無い様 にH
箇所設定し重機を用いて掘削 した。東側ほど標高は低

第 23図  位置図〔1/2,500〕

く、西へゆく程標高を増 してゆく。表土は反対に東ほど厚 く、西へゆく程薄くなる。最西の地点では地表面

下約30cm程でローム層が検出された。東側ではロームの再堆積 とみ られる層が確認 された。

検出された遺構 と遺物

最も標高の高い トレンチ (Tll.T12)で落ち込みとみられる暗褐色上の入 り込んだ範囲がみとめられた。一

部掘削したものの人為的な掘 り込みであるかは不明である。また、遺物も出上しなかつた。よつて調査を完

了としたが、表土から遺物が採集 された (土師質土器片)こ とから周辺に遺跡の存在を想定させることとなつ

た。

第 24図  曽根遺跡トレンチ配置図〔1/1,500〕
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9.伊奈ヶ湖遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

上市之瀬宇高尾山1666番他

公園造成による

平成13年 10月 25日

5420rド

164ポ

伊奈ヶ湖遺跡は、櫛形山中の断層窪地内の微

高地状平坦部に立地 し、標高は約900mを沢↓る。

過去に調査に至った経緯はないが、炉址を発

見したとの伝承がある。いわゆる「周知の埋蔵

文化財包蔵地Jで ある伊奈ヶ湖遺跡は湖の北東

部を指す。

今回は北伊奈ヶ湖の西側、緩やかな傾斜地に

公園の造成計画があがつた。厳密には埋蔵文化

財包蔵地からは外れるものの、周囲から土師質

土器片などの遺物が表採 されたことなどから試

掘調査を実施 した。

試掘調査は、T宇に試掘溝を設定し、重機を

用いて掘削した。表土は薄く地表面下約40cm程

で礫まじりのローム層が検出された。それ

より上層は黒色上が薄 く乗つてい るのみで

ほとんどがローム層 と礫の再堆積 の様相を

示 していた。遺構・遺物 ともに検 出されな

かった。よつて調査を完了した。

II

第 25図  位置図〔1/10,000〕

柔
=覗

全くゐ里進⊆≧
易号と

'重

諄可

第 26図  伊奈ヶ湖遺跡トレンチ配置図〔1/15,000〕
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10.豊小学校遺跡

所在地

原因

調査期間

対象面積

調査面積

吉田802-1他
保育園建設による

平成 13年 12月 25日 ～28日

4050ポ (既存の建物含む)

118だ (新規の敷地内のみ)

―― _____3θ I

＼

豊小学校遺跡は扇状地の扇端部にほど近い微高地に
立地する。豊小学校建設時に弥生時代の上器が出土し

たとの伝承があり、また、十五所遺跡にもほど近い位

置である。今回、豊小学校に隣接する豊保育園の改築
工事の計画があがつた。敷地は現在既存の建物が存在

するが、西側に新規用地が用意 され、平成 14年度に着
工予定となった。当地は所謂 「周知の埋蔵文化財包蔵
地」である豊小学校遺跡 として認識されているため、
試掘調査を実施 した。

試掘調査は、既存の埋設管の位置が不確定であつたため、その周辺は手をつけずに合計 7箇所の試掘溝を

設定し、重機を用いて掘削した。

検出された遺構 。遺物

埋設管をはさんで北側 (Tl～ 3)には砂礫層が厚く堆積 し、河)||の 河床を示 していた。礫層の下部には
ラミナのみられるシル ト層がみとめられた。地表面下約1.6mの深度である。埋設管より南側 (T4～ 6)
は礫層は無く、シル ト層が厚 く堆積 してお り地表面下約40cmで遺物包含層 となった。
包含層に包含されていた遺物は弥生時代末～古墳時代初頭のものとみられ、高郷、器台を中心としている。

隣接する十五所遺跡は方形周溝墓群であり、そのエ リアがこの地まで及んでいた可能性もあるが、地元住民
からの聞き取 りによると保育園が建設されるまで、この地に塚状の盛 り上が りがあつたなどの情報もあり、古
墳の存在も念頭に置きたい。当計画地は平成14年 3月 より本調査に入ることで調整 されている。

A

I I層 :灰掲色砂質土

Ⅱ層 :砂礫層

(拳大の礫 ,米粒大の砂礫・黄灰

褐色砂層が互層に入る)

I層 :Aの I層に同

Ⅱ層 :砂礫層 (拳大～ 5 cm大 )

Ⅲ層 :砂層 (米粒大、拳大砂礫混入)

Ⅳ層 :砂礫層 (拳大～ l cm)

V層 :黄灰褐色土層 (し まり弱)

Ⅵ層 :黄褐色土層 (砂質微量含)

I層 :Aの I層に同

Ⅱ層 :砂礫層 (拳大～ 7 cm大 )

Ⅲ層 :砂層

Ⅳ層 :砂撰層 (拳大～ 2 cn)

V層 :砂層 (し まり弱・ラミナ状)

第28図  豊小学校遺跡トレンチ配置図〔1/400〕
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第 27図  位置図〔1/2,500〕
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?                    lqCm
第29図  豊小学校遺跡出土遺物〔1/3〕

T4作 業風景

T5粘 土採掘坑址
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図版 1

北より

滝沢川 堤防右岸遺跡

新居田A遺跡

試掘溝断面北より 土器集中箇所遺物出土状況

1号方形周溝墓 十五所遺跡



図版 2

新居田B遺跡

Tll作業風景

曽 根 遺 跡
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